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仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

 

な
く
そ
う
差
別
！
運
転
免
許
証
の
本
籍
地
記 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 

 Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
！

 
未
来
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
見
れ
ま
す
。
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ユ
ニ
オ
ン
長
崎
で
検
索
！

 

  
 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
月
か
ら
各
県
の
最
低
賃

金
が
改
定
さ
れ
ま
す
。
長
崎

県
で
は
１
０
月
８
日
か
ら
３

２
円
引
き
上
げ
ら
れ
８
５
３

円
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴

い
時
給
制
契
約
社
員
（
ア
ソ

シ
エ
イ
ト
社
員
含
む
）
の
時

給
も
基
本
額
が
３
０
円
上
が

り
ま
す
。
各
々
の
時
給
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。 

今
年
度
の
改
定
は
全
国
平

均
で
は
３
１
円
の
引
き
上
げ

で
す
。
一
方
今
年
は
、
原
材

料
の
高
騰
に
伴
う
値
上
げ
が

相
次
い
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

９
月
は
約
２
，
４
０
０
品
目
、

１
０
月
は
約
６
，
５
０
０
品

目
な
ど
、
今
年
一
年
間
で
は

２
万
品
目
を
突
破
す
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。 

政
府
が
発
表
し
た
８
月
の

物
価
上
昇
率
は
２
．
８
％
で

し
た
。
し
か
し
冷
凍
食
品
な

ど
の
加
工
食
品
は
１
４
％
、

カ
ッ
プ
麵
な
ど
イ
ン
ス
タ
ン

ト
食
品
も
１
０
％
な
ど
特
に

食
料
品
が
大
幅
に
値
上
が
り

し
て
い
ま
す
。
仮
に
全
て
の

食
品
が
平
均
１
０
％
上
が
る

と
し
ま
す
。
子
ど
も
が
い
る

一
か
月
の
食
費
が
１
０
万
円

の
家
庭
で
は
、
１
０
％
の
値

上
が
り
で
食
費
は
１
万
円
増

加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

食
費
だ
け
で
な
く
電
気
や
ガ

ス
な
ど
光
熱
費
も
上
が
っ
て

い
ま
す
。 

最
賃
引
き
上
げ
額
３
１
円

は
月
の
給
与
に
換
算
す
る
と

５
千
円
程
度
で
す
。
こ
の
程

度
の
最
賃
引
き
上
げ
で
は
、

値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
に
対
し
て

「
焼
け
石
に
水
」
で
、
到
底

足
り
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
全
労
連
や
全
労
協
は
「
最

低
賃
金
１
，
５
０
０
円
に
」

と
要
望
し
て
い
ま
す
。 

今
年
度
の
最
賃
引
き
上
げ

の
た
た
か
い
は
幕
を
下
ろ
し

ま
し
た
。
今
後
は
「
地
域
別

最
賃
に
プ
ラ
ス
さ
れ
る
加
算

額
２
０
円
の
引
上
げ
」
な
ど

が
焦
点
と
な
り
ま
す
。
一
緒

に
声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。 

さ
て
、
食
品
な
ど
生
活
必

需
品
の
値
上
げ
は
、
低
所
得

層
に
大
き
く
影
響
が
出
る
た

め
、
貧
富
格
差
が
さ
ら
に
拡

大
す
る
の
で
は
な
い
か
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。 

「
一
億
総
中
流
」
と
言
わ

れ
た
の
は
大
昔
の
話
で
、
現

在
の
日
本
は
相
対
的
貧
困
率

が
世
界
の
経
済
大
国
の
中
で

も
特
に
高
く
、
１
５
％
以
上

の
人
が
相
対
的
貧
困
層
に
当

た
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
社
員

の
方
は
、
ほ
と
ん
ど
が
貧
困

層
に
当
て
は
ま
ら
な
い
た
め
、

貧
困
と
聞
い
て
も
想
像
で
き

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 
貧
困
の
形
の
一
つ
と
し
て

数
年
前
か
ら
、
経
済
的
な
理

由
で
生
理
用
品
を
購
入
で
き

な
い
女
性
が
い
る
と
い
う

「
生
理
の
貧
困
」
問
題
が
顕

在
化
し
て
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
は
「
生
理
の
貧
困
」

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

「
生
理
の
貧
困
」
は
女
性
の

健
康
や
尊
厳
に
関
わ
る
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
政

府
は
令
和
４
年
２
月
３
日
～

６
日
に
か
け
て
、
女
性
へ
の

健
康
支
援
の
観
点
か
ら
「『
生

理
の
貧
困
』
が
女
性
の
心
身

の
健
康
等
に
及
ぼ
す
影
響
に

関
す
る
調
査
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。 

調
査
で
は
８
．
７
％
の
方

が
「
生
理
用
品
の
購
入
に
苦

労
し
た
事
が
あ
る
」
と
回
答
。

生
理
用
品
の
購
入
・
入
手
に

苦
労
し
た
こ
と
が
「
あ
る
」

と
回
答
し
た
人
に
そ
の
理
由

を 

尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
自
分

の
収
入
が
少
な
い
か
ら
（
３

７
．
７
％
）」「
自
分
の
た
め

に
使
え
る
お
金
が
少
な
い
か

ら 

（
２
８
．
７
％
）」
等
の

経
済
的
な
理
由
が
多
く
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
。
対
応
と
し
て

「
生
理
用
品
を
交
換
す
る
頻

度
や
回
数
を
減
ら
す
（
長
時

間
利
用
す
る
等
）」
が
あ
げ
ら

れ
ま
し
た
。 

ま
た
調
査
で
は
生
理
用
品

の
購
入
・
入
手
に
苦
労
し
た

経
験
が
「
あ
る
」
人
の
精
神

的
な
健
康
状
態
が
悪
い
可
能

性
も
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。 

専
門
家
は
「
不
衛
生
な
生

理
へ
の
対
応
は
重
大
な
健
康

障
害
の
原
因
と
も
な
り
ま
す
。

長
時
間
同
じ
生
理
用
品
を
用

い
る
こ
と
も
不
衛
生
で
す
。

衛
生
的
な
生
理
へ
の
対
応
は

個
人
の
問
題
で
あ
る
の
み
で

な
く
、
社
会
の
問
題
で
も
あ

り
ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て

い
ま
す
。 

（
厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
抜
粋
） 

「
生
理
の
貧
困
」
問
題
は

経
済
的
困
窮
、
或
い
は
養
育

者
の
無
関
心
が
要
因
で
、
児

童
・
学
生
に
多
い
と
さ
れ
、

日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
（
以
下

会
社
）
の
社
員
に
は
直
接
関

係
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
会
社
に
も
生
理
の
問

題
で
困
っ
て
い
る
社
員
は
多

く
い
ま
す
。
そ
れ
は
勤
務
中
、

生
理
用
品
の
交
換
に
行
き
に

く
い
こ
と
。
そ
し
て
鎮
痛
剤

を
飲
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ほ
ど
体
調
が
悪
い
の
に
休
み

に
く
い
こ
と
な
ど
で
す
。 

「
未
来
」
で
は
今
回
と
次

回
の
２
号
に
わ
た
り
生
理
の

問
題
を
取
り
上
げ
ま
す
。
会

社
全
体
で
は
４
割
強
が
女
性

社
員
で
す
。
同
僚
の
体
調
不

良
を
気
に
し
た
こ
と
あ
り
ま

す
か
。
男
性
社
員
に
こ
そ
考

え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

全労協・郵政産業労働者 

ユニオン長崎中郵支部 
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期間雇用パート労働者の皆さん! 困リごとは職場の郵政ユニオンへご相談を。      

1 集-海江田, 2 集-向井, 3 集-山田, 支部・分会の役員へ。        


